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Fujioka City Digitization Vision

ICT で利便性の向上と効率化に取り組む
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藤岡市
藤岡市デジタル化ビジョン（Fujioka City Digitization Vision）

デジタル化ビジョンを策定する背景

藤岡市の目指すデジタル化された環境・サービスのビジョンが

藤岡市デジタル化ビジョン
　藤岡市では、デジタル技術やデータを
活用して住民の利便性を向上させるとと
もに、デジタル技術や AI　　等の活用に
より業務効率化を図り、人的資源を行政
サービスのさらなる向上に繋げるための
デジタル化を進めます。既に手掛けてい
る押印廃止による電子申請の推進や電子
図書館に加え、市役所サービスの更なる
デジタル化を推進します。

　国は行政のデジタル化の遅れや地域・
組織間でのデータ活用が十分にされてい
ないことに対応するためデジタル庁を発
足させ、デジタル社会を目指しています。
　データの蓄積・共有・分析に基づく行
政サービスの向上や社会経済活動のデジ
タル化によって、社会全体のデジタル・
トランスフォーメーション　 を進めてい
ます。
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藤岡市
デジタル技術を利用した市民の利便性向上１

　

藤岡市デジタル化ビジョン（Fujioka City Digitization Vision）

➊オンライン上のサービス利用環境整備
『電子申請、スマホ納税』
　押印廃止の取り組みを進め、行政手続きの電子申請の利用や、スマー
トフォンで納税ができる環境を整備し、市民サービスの向上を図りま
す。
　マイナンバーカードと連携するマイナポータル　　のぴったりサー
ビスを利用した電子申請を推進します。また、クレジットカード決済
等のオンラインを利用した決済手段の導入についても推進します。

➋デジタル情報のオンライン利用
『情報配信、ホームページ、チャットボット、LINE』
　現在情報配信を行っている公式ホームページ、Twitter、YouTube、
Instagram、Facebook に加え、LINE 等を利用した情報配信チャンネルの
追加や相互連携による情報発信力の強化、チャットボット　　等の AI を
活用したオンラインでの問い合わせが受けられる体制構築を図ります。

➌Wi-Fi（公衆無線 LAN）の整備
　Wi-Fi（公衆無線 LAN）の整備を推進し、市民がインターネット
によりアクセスしやすい環境を整備します。
　防災拠点や観光施設、多くの人が集まる公園や市有施設に公衆
無線 LAN の整備を順次実施し、平時の利便性や災害時の通信確保
につながる環境づくりを行います。

オンラインによる手話通話

電子申請・スマホ納税
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藤岡市
学びの環境と文化資産のデジタル化２

　

藤岡市デジタル化ビジョン（Fujioka City Digitization Vision）

➊デジタル技術を利用した学びの推進
『GIGA スクール構想』
　GIGA スクール構想により、全小中学校の児童生徒１人に１台タ
ブレット PC と、高速大容量の通信ネットワーク環境が整備されま
した。GIGA スクール構想の実現により、IT 機器を活用できる子ど
もを育て、その子どもたちが将来 ICT を活用して社会の様々な問題
を解決していくことを目指していきます。

➋歴史資産のデジタル化
『デジタルアーカイブ事業』
　藤岡の主要な歴史事象をとりあげ 5 つのコンテンツを作成し、歴
史資料のデジタル化を行います。歴史あるまち藤岡を発信、藤岡へ
訪れるきっかけづくりとするほか、小中学生の郷土学習利用を推進
します。

➌オンラインでの図書閲覧
『電子図書館の活用』
　オンライン上で電子書籍の貸し出しができる電子図書館サービス
を推進します。いつでも書籍に触れることができる機会の増加や、
窓口を訪問せずに図書の閲覧や借用ができるよう利便性の向上を図
ります。

３DCG による高山社の再現

GIGA スクール
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藤岡市
市役所業務のデジタル化による効率化３

　

藤岡市デジタル化ビジョン（Fujioka City Digitization Vision）

➊庁内事務のデジタル化の推進
『電子決裁、文書管理、住民情報システムの全国共通化、ペーパー
レス会議システム』
　庁内事務を紙から電子に移行し、文書の電子保存・管理による
効率的な文書事務を推進するほか、ペーパーレス会議システムを
利用し、会議のデジタル化を実施します。住民情報を扱うシステ
ムの全国標準化の動向を注視し、（仮称）Gov-Cloud　　の導入、
人的・財政的負担の軽減とサービスの向上を図ります。
➋デジタルデバイスの利用による業務の効率化
『デジタルデバイス、勤怠管理システム、AI、RPA』
　デジタルデバイスや WEB 会議を導入することで業務時間の効率
的な活用を図ります。勤怠管理システムを使った管理事務の効率化、
AI、RPA　　による業務の自動化、テレワークの導入とセキュリティ
との両立の研究を行い、効率的な働き方や組織運営を推進します。
➌官民での情報資産のさらなる活用
『オープンデータ、統合型GIS』
　情報のオープンデータ　　化や、統合型 GIS　　を導入すること
によりデータをより有効に活用できる環境を整え、行政によるデー
タ分析、政策立案等の利活用の促進を図り、地方公共団体のデジ
タル・ガバメントの構築を推進します。 オンライン会議

ペーパーレス会議システム
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藤岡市
藤岡市デジタル化ビジョン（Fujioka City Digitization Vision）

用語集
※１　AI
　　アーティフィシャル・インテリジェンス。人工知能。推測や問題解決などを人間に代わってコンピュータ
　に行わせる技術。
※２　デジタル・トランスフォーメーション
　　ICT の普及により人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させること。
※３　マイナポータル
　　国が運営するオンラインサービス。子育てや介護など行政手続きがオンライン上でできたり、行政機関か
　らのお知らせを確認できたりするポータルサイト。
※４　チャットボット
　　チャットとロボットを合わせた言葉。AI を活用した自動応答システム。
※５　（仮称）Gov-Cloud
　　国が整備する情報システムの共通基盤。自治体の住民基本台帳等の業務を標準化したシステムをここで運
　用する。
※６　RPA
　　ロボティック・プロセス・オートメーション。定型作業をソフトウェア型のロボットが代行して行い、作
　業を自動化するもの。
※７　オープンデータ
　　特定のデータを著作権などの制限なしで全ての人が望むように利用できるよう、定型の形式で公開するもの。
※８　統合型GIS
　　地方自治体の複数部署で作成・利用する地図データを統合して、庁内横断型のデータ共有を可能にする仕組み。


